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聖書の教えに従って
お客様を敬い、お仕えする

社会福祉法人
るうてるホーム法人報

聖霊行伝～るうてるホーム
　　　　　　創業 60 周年を迎えて

法人報

後援会ご献金感謝報告

2024年4月1日から2025年3月31日までの献金総合計は、2,590,331円ございました。多額のご献金に感
謝申し上げます。今後とも皆様のご支援をどうぞよろしくお願い申し上げます。
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加入者名   社会福祉法人るうてるホーム
発行責任者   理事長　大柴譲治

　5月27日にるうてるホームは創業60周年記念日を祝いました。その報告がこ
の法人報とJELC機関誌の『るうてる』7月号に掲載されています。聖書には「神の
なされることは皆その時にかなって美しい」（伝道の書3:11）という言葉があり
ますが、まことにその通りです。この60年間、私たちはかけがえのない一つひとつの出会いを積み重ね
てきたのです。人間でいえば60年は「還暦」です。その歴史は10年前、滝田浩之前理事長の時代にまとめ
られた『支えられつつ支えて～るうてるホームの50年』（2015年10月10日発行）に詳述されています。
　私は神学生時代に新約学教授の間垣洋助牧師からこう教わりました。「『使徒行伝』には、前半はペト
ロ、後半はパウロの働きが主として記録されている。しかしその主人公はペトロでもパウロでもなく、彼
らを捉えて放さなかった神の聖霊なのだ。だからそれは『使徒行伝』と呼ばれるよりも『聖霊行伝』と呼ば
れる方がふさわしい」と。その通りです。神は常に人に聖霊を注いでその御業を実現されます。冒頭に挙
げた1コリント3:6-7のパウロの言葉もそのことを表しています。過去を振り返るということはそこに
働く神の息吹（聖霊の働き）を私たちが再確認し、それによって神の新しい創造の御業に参与してゆくこ
とでもあるのです。
　昨年8月12日に、職員有志の発案で60年を省みる一環として、初代施設長の泉亮さんをホームにお招
きしました。退職して30年、洋子夫人を見送られた泉さんは既に90歳を超えておられましたが実にエ
ネルギッシュでした。元職員や関係者60名余が集まり、同窓会のように貴重な思い出をシェアする歴史
的な日となりました。温故知新とはこのことを指すのでしょう。まことに真の人生とは出会いです。泉語
録を思い起こします。「手を出すな。しかし目を離すな」。その声にハッとさせられます。これがクライエ
ントの自立自助をその中核に据える対人援助の基本的な姿勢であり、今も脈々とホームにおいて継承さ
れ続けています。
　るうてるホームは具体的には婦人会連盟（現在は女性会連盟）という信徒運動の中から生まれました。
創立期の辛木多恵、大原玲子、近藤美知子という理事長たちと内海季秋牧師ご夫妻の働きがその中心に
ありました。これまでの歴代理事長・理事会の働き、職員やホームを支えてくださった方々の祈りと献身
的な働きの中でホームは歴史を刻んできたのです。2013年には現在地に移転、新しい建物が与えられ
ました。2020年からのCOVID-19のパンデミックの際にも私たちは力を合わせてそれを乗り越えてき
ました。もちろん課題がないわけではありません。しかし、困難の中にあっても天からの新たな力と希望
を与えられてここまで歩んでくることができたのです。ホームでは現在、新しい次世代リーダーシップ
の育成も進みつつあります。これからも神の御心の実現を祈り求めてまいります。お支えをよろしくお
願いします。　soli deo gloria.（ただ神のみに栄光！）

理事長・チャプレン
大柴  譲治

　るうてるホームは、今年
創業60周年を迎えました。
これに伴い、プロジェクト
を立ち上げいくつかの記念
事業を企画してきました。
テーマは「るうてるケアの
継承～千年後の世界に向け

て」。「千年」というと茫漠とした印象を受けられる
かもしれませんが、私たちはそこに「未来」、「永遠」、
「いつの時代も」、「これからも」という意味を託し、
永い時を経た遠い未来も、私たちの理念を体現した
“るうてるケア”を変わらぬ真理として、自分たちの
手で世界へ広げていくという願いを込めました。
　5月27日には、大柴譲治チャプレン・理事長の司
式で創立記念礼拝が行われました。地域や法人の関
係者、入居のお客様、職員などが集い、これからの未
来に向けて思いを新たにしました。
　また、同日午後からは、リラプレカリア（祈りのた
て琴）の演奏の後に、社会福祉法人光の子会理事　
岩切雄太氏、日本福音ルーテル天王寺教会牧師　
竹田大地氏に、それぞれのご経験や実践についてご
講演いただきました。その後大柴氏も加わり、上記
のテーマについてご鼎談いただきました。

　るうてるホームではご利用者と職員との関係性
を「支えられつつ支えて」と表現し、大切にしてき
ました。継承という文脈で捉えた時、私たちは過去
の諸先輩方から思いを託され、また未来へ思いを
つなぐ存在として今ここに在るのだと思います。
ひとりひとりが理念を継承していく結節点にあ
り、法人だけではなく社会や文化を創造していく
一員でもあります。講師の先生方のお話を伺う中
で、改めて日々の実践を丁寧に重ねていこうと決
意することができました。
　今後は、創業60周年を祝して職員の寄稿による
記念誌を作成するとともに、記念品の作成などに
取り組んでいく予定です。

るうてるホーム創業 60周年記念事業報告

「私（パウロ）が植え、アポロが水を注ぎました。しかし、成長させてくださっ
たのは神です。ですから、大切なのは、植える者でも水を注ぐ者でもなく、
成長させてくださる神なのです。」　（1コリント3:6-7）

プロジェクト担当 大野原ひとみ , 上川美佐子 , 髙田真希



　2024年度は介護報酬改定、保険者の変更による
地域区分の見直し等経営環境が大きく変化した年
でした。また物価高騰などの経済的影響も改善が見
込めない状況にあって、厳しい経営となることが当
初から見込まれていましたので、年度前半には事業
運営組織の改革に向けた取り組みに着手し、後半に
は管理的職員の再配置とともに、組織の在り方を事
業中心から機能別マネジメントに変更することと
しました。このことにより、法人全体を見渡せる経
営戦略がたてられるように方針を変更することが
できましたが、組織文化を整えるまでには十分な効
果が得られず、職員の離職が相次いでしまったこと
は大きな課題として残りました。
　中期経営計画に掲げた「理念の具現化」の取り組
みとして、新規採用職員向けの「職員ハンドブック」
の作成をプロジェクトチームにより行いました。こ
れらはすでに勤務している全職員にも配布し、るう
てるホームの理念や使命などについて改めて共有
するツールとして活用しています。
　また、業務の効率化をはじめとした生産性向上の
ための取り組みも委員会活動を中心に推進してき
ました。2024年度は、オンライン学習システムや勤
務表作成システムの導入、特養への見守り機器の導
入をはじめ、消耗品や日用品の購入先見直しにいた
るまでを現場からの意見を取り入れながらすすめ
ることができました。

常務理事 石 倉 智 史

　2025年度は第３期中期経営計画期間の５年が経
過し、あと一年を残すこととなりました。成果およ
び実績をふりかえり、次期経営計画へむけたアウト
ラインを策定していく年として、計画実行に向けて
ラストスパートをかけていきます。
　新しい視点でのマネジメント体制を強化しつつ
実効性をたかめる経営を行うため、昨年度に行っ
た組織改革をより機能的かつスピード感をもって
取り組む姿勢を堅持していきます。特に人材確保、
育成に関しては待ったなしの状況となっており、
職場環境の整備、業務効率化とともに成果の得ら
れる対応に最優先に取り組みます。これまで行っ
てきた委員会活動も一旦ゼロベースで見直し、職
員一人ひとりが意欲的に関わることのできる委員
会活動を構築していきます。合わせて、職員間での
チーム力を向上させるための現場からの意見を積
極的に取り入れ、業務の集約と分散を効果的に実
施していきます。
　また事業継続、資産管理に向けた長期投資計画に
関しては十分な議論がなされていません。収益性確
保に向けた現行事業の評価、分析、新規事業等の検
討などを通じて、持続可能な積立金の積み立てを確
実に実施していきます。
　自ら改める組織づくりは昨年度からの継続課題
としています。組織力とサービス品質の向上はトッ
プマネジメントのみでは実現できないものと認識
し、成長を止めない組織文化の熟成を目指していき
ます。
　そのために昨年度新たに任命された各部門のマネ
ジャーが経営戦略を共有し遂行することができるよ
う、意思決定や行動選択においてそれぞれの責任を
支持することのできるチーム作りは不可欠です。こ
れまでの慣習や業務スタイルに囚われずに「るうて
るホームのありたい姿」を追求していきます。

2024 年度事業報告・決算と 2025年度事業計画


